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令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会

令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
　
２
月
12
日
に
臨
時
会
が
行
わ
れ
、
専
決
処
分
１
件
、
補
正
予
算
１
件
を

審
議
し
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

専決処分※

令和6年度　みやき町ふるさと寄附金基金特別会計
補正予算（第3号）について 全員賛成

一
般
会
計

一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
予
算

　
補
正
対
象
と
な
る
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

２
億
６
，２
１
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
１
６
３
億
８
，０
１
４
万
３
千
円
と
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
補
正
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

歳入歳入

歳出歳出

地方交付税：物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業の
の増額　　　調整財源として、地方交付税を7,680万４千円
　　　　　　増額します。

国庫支出金：物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業に

の増額　　　１億８,534万2千円を充てるため、国庫支出金を
　　　　　　増額します。

繰越明許※

　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金2億5,113万3千円の
繰越明許の追加を行います。

総務費の補正：増額　2億5,113万3千円
補正の内容　：負担金補助及び交付金で、物価高騰対応重点支援地方創

　　　　　　　生臨時交付金を活用した事業に要する経費2億5,113万
　　　　　　　3千円を計上されます。

内　　　訳　：「調整給付金不足額給付事業」にかかる経費5,134万9千
円、「住民税非課税世帯給付事業」にかかる経費9,754
万9千円、推奨事業メニュー分として「みやき町地域通貨
みやきpay事業」にかかる経費で1億223万5千円です。

衛生費の補正：増額　1,101万3千円
補正の内容　：清掃総務費で、次期リサイクル施設建設費分の増額に伴

う佐賀東部環境施設組合負担金

補正内容：歳入歳出予算のそれぞれ16億5,000万円を追加し、
　　　　　歳入歳出予算の総額をそれぞれ92億202万１千円とする。

ふるさと寄附金の増に伴い、予算の補正を行う必要が生じた

　　　　※専決処分とは？�
　町長が議会に代わって意思決定を行うこと。　　
　緊急を要する案件で、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認めるときに
許されます。
　町長が専決処分をしたときは次の議会で報告し、承認を求めなければならないとされています。

　　　　※繰越明許とは？�　
　年度内にその支出が終わらない見込のあるものについては、予算の定め
るところにより翌年度に繰越して使用することができるとされています。

臨
時
会
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みやき町合併20周年記念式典

 佐賀県議会議員　宮原　真一　氏

 記念講演
　 絵本作家　白浜　ひさみ　氏

　2月23日（日）こすもす館にて、みやき町合併20周年の
式典が執り行われました。
　みやき町は 平成17年３月１日に 旧中原町、旧北茂安町、 
旧三根町の３町が合併して誕生し、本年で20周年を迎えま
した。
　今回の式典では、 山口祥義佐賀県知事をはじめ、国会議員、
県会議員の皆様、日頃から町のためにご尽力いただいている
地域の皆様にもご出席いただきました。
　式典では、みやき町プロモーション大使の歌手 宮原健一
郎さんによる国家独唱・町歌の斉唱、町内在住の絵本作家 
白浜ひさみさんの記念講演が行われました。
　また、 風天太鼓保存会による和太鼓演奏が行われ、みやき
町の歴史や文化に思いを馳せる素晴らしい式典となりました。

定
例
会

ま
ち
の
話
題



−5−

同　意同　意

原案可決

みやき町
教育委員会委員の任命

人権擁護委員
候補者の推薦

災害時等に利用するトイレトレーラー等の購入に
かかる費用を令和６年度の予算に補正計上する議案

　教育委員会委員に次の者を任命したいの

で、議会の同意を求める。

　人権擁護委員の候補者として次の者を

推薦したいので、議会の意見を求める。

　トイレトレーラー１台、トレーラーをけん引する車両１台、軽自動車サイズのトイレカー

３台、およびテント型タイプのパーテーションと簡易ベッドをそれぞれ400台、全体の事業

費は約7,900万円

氏  名   碇  峯雄氏  名    矢俣 宣昭

全員賛成

全員賛成

全員賛成

令和６年度みやき町一般会計補正予算令和６年度みやき町一般会計補正予算

JPホームサプライ株式会社提供

定
例
会
・
補
正
予
算
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令
和
７
年
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会

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
　
３
月
定
例
会
は
３
月
３
日
か
ら
21
日
ま
で
行
わ
れ
、
条
例
８
件
、
予
算
15
件
、

契
約
１
件
、
決
議
１
件
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

定
例
会

定
例
会

一部条例改正

一部条例改正

一部条例改正

一部条例改正

物品売買契約

みやき町職員の勤務時間、
休暇等に関する条例等の
一部を改正する条例について

みやき町非常勤消防団員
に係る退職報奨金の支給に
関する条例の一部を改正する
条例について

みやき町職員の給与に
関する条例等の一部を改正
する条例について

みやき町
家庭的保育事業等の
設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する
条例について

物品売買契約の締結について

　人事院勧告及び民間育児・介護休業法

等の改正により職員の仕事と生活の両立

支援を推進するため、勤務時間、休憩等に関

する条例等の一部を改正するものです。

　令和７年４月１日から施行される「消

防団員等公務災害補償等責任共済等に関

する法律施行令の一部改正」に対応し、

みやき町の非常勤消防

団員に関する退職報奨

金の支給ルールを見直

すためのものです。

　人事院勧告等に基づき、社会と公務の

変化に応じた給与制度に転換するため、

みやき町職員の給与に関する条例等の一

部を改正するものです。

　家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準（厚生労働省令）の一部改正に伴

い、みやき町の関連条例を見直すものです。

　具体的には、条例の第16条第１項第

２号において、「栄養士」

に加えて「管理栄養士」

も対象とする改正を行

いました。

　以下の物品の売買契約を締結するにあたり、みやき町議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例（平成17年みやき町条例第39号）第3条の規定に基づき、

議会の議決を求めるものです。

１ 契約の目的  令和７年度 中学校教師用教科書・指導書・デジタル教科書 購入事業 

２ 契約の方法  随意契約※ 

３ 契 約 金 額  ￥7,205,632（数量：344冊）

※三根中学校・北茂安中学校で使用されている中学校教師用教科書・指導書・デジタル教

科書の購入にかかる費用となります。

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

※随意契約（ずいいけいやく）とは、競争入札によらずに特定の相手と契約を締結す

る契約方法です。行政契約の締結方法の一種で、「随契（ずいけい）」とも呼ばれます。
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一般会計予算　 152億9,149万３千円　　　《前年度と比較して  4億9,264万2千円　増額》

令和７年度予算が　成立しました！

◆ 一般会計　歳出予算の内訳 注）表示単位未満を四捨五入しているため各項目の合計額が
　　一致しないことがあります。

カッコ内は対前年比（ポイント増減）

当
初
予
算

議会費
　１億1,543万6千円
　　0.8%（ー8.4％）

総務費
18億7,858万８千円
12.3%（＋8.0％）

民生費
57億5,816万２千円
37.7%（＋4.9％）

衛生費
11億4,076万４千円
7.5%（＋3.9％）

農林水産業費
４億6,813万５千円
3.0%（－1.6％）

土木費
８億105万１千円
5.2%（－21.5％）

消防費
５億69万１千円
3.3%（－1.2％）

教育費
21億7,295万３千円
14.2%（＋17.2％）

公債費　
15億4,834万９千円
10.1%（＋2.3％）

その他
９億736万４千円
5.9%（－6.9％）

社会福祉、老人福祉、

障害者福祉、児童福祉

に関すること

（健康づくり、介護予防、

医療費助成、子育て支

援など）

検診、予防接種、

ごみ処理など

道路、河川、公園、

空き家対策など

小中学校、

体育施設、

図書館、

公民館など

商工・観光、

積立金など

借入金の返済など
財産管理、情報管理、

交通安全、防犯など

歳　出
152億9,149万3千円

★骨格予算ってなぁ～に？？
〇人件費などの義務的経費を主に計算されています。
〇肉付け（補正予算）のない骨格のみを表すことから、骨格予算と言われています。

肉付予算はいつするの？？
〇春の選挙の後、６月の議会でその年度の新規事業を盛り込んだ補正予算を決めます。

今回は、４月の町長選を控え『骨格予算』となっています。
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カッコ内は対前年比（ポイント増減）

町民１人当たりの予算額
（全会計予算総額÷年度末人口）

約98万円 約97万円 約１万円

◆令和７年度　全会計予算　
会計の名前 令和７年度 令和６年度 増減額

全 会 計 予 算 総 額 252億5,205万7千円 248億2,670万2千円 4億2,535万5千円
一般会計 152億9,149万3千円 147億9,885万1千円 4億9,264万2千円
国民健康保険特別会計 35億6,991万2千円 37億4,280万6千円 －1億7,289万4千円
後期高齢者医療特別会計 5億9,820万8千円 5億6,684万7千円 3,136万1千円
工業用地取得造成事業特別会計 6,738万2千円 7,110万4千円 －372万2千円
グリーンパーク推進整備事業基金特別会計 400万4千円 2,201万3千円 －1,800万9千円
住宅用地取得造成事業特別会計 9万5千円 756万3千円 ー746万8千円
ふるさと寄附金基金特別会計 57億2,096万3千円 56億1,751万8千円 1億344万5千円

一般会計予算　 152億9,149万３千円　　　《前年度と比較して  4億9,264万2千円　増額》

令和７年度予算が　成立しました！

◆ 一般会計　歳入予算の内訳 注）表示単位未満を四捨五入しているため各項目の合計額が
　　一致しないことがあります。 当

初
予
算

約38％約62％
町民税や施設使用料など、
町が直接集める収入

町民税、固定資産税、

軽自動車税、町たばこ税

他の特別会計や基金
（貯金）から一般会
計に繰り入れるもの
ふるさと寄附金基金
特別会計繰入金はこ
こに含まれる

施設の使用料、
税証明手数料、
ごみ袋代など

地方によって財力に偏りがないよう
人口規模や災害などの事情に応じて
国から配分されるお金

特定の施策の奨励や
財政援助のために、
国や県が町に支出
するお金

国や県が法令に基づいて
地方に交付するお金

国や県から交付されたり、
分配されたりして得る収入

町税
28億9,498万４千円
　18.9%（＋9.2％）

交付金等
９億3,389万２千円
6.1%（－8.5％）

地方債
４億3,260万円
2.8%（－0.5％）

国・県支出金
38億6,708万６千円
25.3%（＋12.2％）

依存財源
61.8%

自主財源
38.2%

繰入金
19億7,342万８千円
12.9%（－9.1％）

その他
８億6,950万３千円
5.7%（＋8.1％）地方交付税　42億2,000万円

27.6%（＋1.2％）

歳　入
152億9,149万3千円

繰越金　１億円
0.7%（0.0％）

町の借金

※下水道事業会計は、令和６年度から地方公営企業法を適用した「公営企業会計」へ移行したため、この計算には計上していません。
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産業建設�常任委員会　当初予算審査結果

　ティアラみね苺館や戸建て住宅などの定住促進住宅の使用料は、 入居率を96%で予算計上し
ているが、一部の住宅では70%、80%台の入居率が続いているところもある。入居率が損益分
岐点を下回っている状態が続くのであれば、今後の大規模改修工事や維持管理等の予算にも影
響を及ぼす可能性があるので、子育て世代支援などの定住促進施策との連携を図りながら高水
準の入居率が維持できるように、さらなる努力を求める。 

◎持丸古民家に隣接する農園においては、
特に利用されることなく現在に至ってい
るので、有機農業推進協
議会などの関係機関との
連携を行いながら本農園
の有効活用を図っていく
べき。

◎有機農業推進協議会については、令和６
年度に協議会を立ち上げ研修会や講演会
などが実施され、令和７年４月にオーガ
ニックビレッジ宣言を行う予定となって
いるが、令和６年度予算計上1000万円
に対し実績見込みが約350万円となって
おり、現在でも新たな生産者や土地の確
保もなく事業の進捗に遅れが見てとれる。
令和７年度当初予算は800万円となって
いるが本協議会と十分な協議のもと、有
機農業の知見を有する専門家の招へいを
行うなど、実効性の高い事業となること
を望むとともに、本事業を通じた農業振
興のまちづくりに期待する。

◎石井橋架け替え工事においては令和7年度
に解体工事と下部工事が予算計上されて
おり、令和9年度の完成予定となっている。
国庫補助金の予定や出水期（川が増水し
やすい時期、梅雨や台風などによる集中
豪雨が発生する時期など）の諸事情があ
ると思われるが地区住民の生活に直結し
ている橋であることから工事の進捗に遅
れがないように望む。

　下水道工事においてはこれまでも計画に
基づき実施されてきたものと思われるが 今
後の整備区域における地形の特性等を考慮
するとともに国庫補助金の状況などを注視
しながら、全体計画に沿って実施していく
べき。また、町全体のインフラ整備である
ことから遅滞なく工事が進捗することを望
む。

　香田工業団地法面除草業務委託料につい
ては前年度も当初予算における審査報告書
において当委員会より意見を述べている。
　毎年同様の予算が計上されているので、
本法面においては土地の造成・整地を行い、
利活用できるように売却をすべき。

当
初
予
算
審
査

令和７年度　一般会計（主に産業・建設に関する部分）

令和７年度　住宅用地取得造成事業特別会計令和７年度　工業用地取得造成事業特別会計

令和７年度　下水道事業会計

◆みやき町�下水道事業会計予算

◆工業用地取得造成事業特別会計予算

現在の石井橋の状況

香田工業団地法面
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報告書全文は
こちら☟

 

 

令
和
７
年
度
当
初
予
算
を

令
和
７
年
度
当
初
予
算
を

　
　
　
　
　
審
査
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
審
査
し
ま
し
た

　
３
月
定
例
会
で
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
が
適
正
か
つ
効
果

的
に
編
成
さ
れ
て
い
る
か
を
、
４
日
間（
特
別
委
員
会
は
１
日
間
）に
わ
た
り
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
定
例
会
の
最
終
日
に
報
告
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総務文教�常任委員会　当初予算審査結果

　令和７年度一般会計（主に総務・教育に関する部分）

町税の徴収強化 計画的な行財政運営

公共施設再編

多目的人工芝グラウンド

学校施設の老朽化対策

　税負担の公平性からも安易に不納

欠損処理せず、法的措置も視野に入

れて徴収強化を行い、徴収にあたっ

ては目標額を掲げ努力されたし。

　ふるさと寄附金基金特別会計より、

基金(貯金)を取崩し10億9,497万円

繰り入れている。

　ふるさと納税制度の改正や物価高

騰等による景気悪化の影響等から、

多くの寄附は望めない状況も想定さ

れる。財源充当については計画的に

持続可能な行財政運営と財政効率化

を十分に図られたし。

　合併の所期の目的は、組織や機関

の効率化やコスト削減を図ることで

ある。特に庁舎の統廃合は、複数の

庁舎を1つに集約し施設の効率的な

利用や運営費の削減を目指すことが

主な目的である。限られた財源の中

で公共施設再編を念頭に、必要最小

限の施設で効率的な事務所機能を有

する統合庁舎の検討を進めることを

望む。

　みやき町多目的人工芝グラウンド

及び調整池整備事業については、現

在、事業着手されているところだが、

事業完成までに多額の事業費の支出

が見込まれている。物価高騰、人件

費上昇等の影響を考慮して、今後の

財政運営面で過度の負担とならない

よう慎重かつ柔軟な事業推進を望む。

　学校施設の老朽化が進む中、子ど
もたちの安全・安心を確保するため
には、学校施設を常に健全に保つ必
要がある。計画的・効率的に保全・
更新を行うことが重要であり、令和
7年度に設置される「新しい教育環
境づくり検討委員会」で、今後の人
口ビジョンや費用対効果も考慮に入
れた上で適切な施策を検討されるこ
とを望む。

多目的人工芝グラウンド着工中�
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ふるさと寄附金事業�特別委員会　当初予算審査結果

令和７年度　ふるさと寄附金基金特別会計

計画的な行財政運営

健全な返礼品の確保

法令順守

町内産業振興

細やかな情報公開

　ふるさと寄附金基金繰入金は、前年度ま
でに積立てたふるさと寄附金基金を取り崩
し27億1,868万1千円を当特別会計に繰り
入れ、そのうち10億9,497万円を一般会計
へ繰り出しており重要な財源となっている。
本年度のふるさと寄附金は、30億円を予算
計上されているが、ふるさと納税制度の改
正や物価高騰等による景気悪化の影響など
から、多くは望めない状況も想定される。
ふるさと寄附金基金の取り崩しや財源充当
についても、計画的な行財政運営と財政の
効率化を十分に図られたし。

　返礼品の確保は自治体にとって重要な課
題である。他の自治体ではコメ不足等によ
り、返礼品の確保ができないという事態が
発生している。その影響で価格競争が起こ
り、品質の低下につながる恐れもある。こ
れは全ての返礼品にいえることであり、期
限厳守や品質保持など寄附者にとって安全
で安心な返礼品の供給を図ることは、寄附
を促進するためにも重要なことである。今
後も安定した供給体制を築き、寄附を通じ
た信頼関係の構築や満足度向上につなげる
取り組みに努力をされたし。

　ふるさと寄附金に係る制度では、返礼品

は寄附額の３割以下の地場産品とし、返礼

品の経費割合は寄附額の５割以下である

ことが定められている。ふるさと寄附金の

獲得には、基準を順守しながら新しい魅力

ある地場産品の返礼品開発が必須と思われ

る。公民連携及び関係団体との協力を図り

努力されたし。

　ふるさと寄附金に伴う返礼品取扱業者に

ついては、町内産業の振興及び地域活性化

に繋げるため、返礼品取扱事業者募集要項

を示し、他市町同様広く公募すべし。また、

返礼品の種類、件数、金額についてもホー

ムページ・広報紙等により明らかにすべし。

　広く町民に対して、ふるさと寄附金に関

する寄附受入れ事業項目、寄附受入れの実

績、寄附金充当事業の実績、そして事業効

果等をホームページ・広報紙等により明ら

かにすべし。

ふるさと寄附金とは？

　自分の生まれた故郷はもちろん、お世話

になった地域や、これから応援したい！地

域の力になりたい！という思いを実現し、

「ふるさと」へ貢献するための制度です。

　一定の条件を満たせば税の控除が受け

られます。

経費（50％以下） 町の収入

（経費以外）返礼品
（30%以下）

その他
送料・
手数料等

寄附金額全体

当
初
予
算
審
査
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民生福祉�常任委員会　当初予算審査結果
令和７年度　一般会計　（主に住民・福祉に関する部分）

令和７年度　国民健康保険特別会計

令和７年度　グリーンパーク推進整備事業基金特別会計

令和７年度　後期高齢者医療特別会計

Ｂ＆Ｇ海洋センター

高齢者買物支援

メディカルコミュニティセンター

庁舎施設警備委託料

医療費対策

　Ｂ＆Ｇ海洋センター運営協議会委員報酬

について、令和７年度から運営協議会が発

足される。利用促進策・施設の改善・経費

節減等を慎重に協議し、プール缶体の塗装

剥離の補修についても協議され、今後もＢ

＆Ｇ海洋センターの円滑な運営に努められ

たし。

　高齢者買物支援実証事業委託料について、

移動販売業においては町の補助金に依存す

ることなく経営努力に努められるよう委託

事業者に指導・助言すべし。

　テナント使用料として、令和７年度から

持続可能な施設運営を図るため、対象とな

る事業者に対し減免措置を行う要綱を設け

たが、申請内容を厳正に審査し、引き続き

安定した収入確保に努められたし。

　昨年度に続き大幅な増額となっている。

公平透明な入札により適切に予算執行され

たし。

　県内の他市町と比較すると、国民健康保

険被保険者１人当たりの医療費が高い状況

にある。若年時から健康への意識を高め、

特定健診実施率の向上、重症化予防の取り

組みを強化し、マイナ保険証の利用促進を

することで、医療費の抑制及び適正化に努

めるべし。
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令和６年
度

全国町村議
会広報編集

委員会研修
会

議会の見える化＆住民との信頼築く

２/18　全国町村議員会館　　講師　芳野　正明　氏

　研修は基本的なことから丁寧にわかりやす
く説明され、今後の議会だより編集に際し、大
変役に立ちました。また、他の議会広報クリ
ニックも聞け、参考にすることが多く有意義な
研修となりました。今後も「読まれる議会だよ
り」作りを目指し、住民の皆様との信頼を築く
広報紙になるように努めてまいります。

牟田委員

発　議発　議
議員報酬の適正化に
関する決議について

みやき町議会の個人情報の
保護に関する条例の一部を
改正する条例について

１　議員報酬の検討に当たっては、類似団体や近隣
町との比較のみにとらわれることなく、議会が導
き出した結論について、十分尊重されたい。
２　議員報酬の検討に当たって、特別職報酬等審議
会の意見を聴く場合は、審議会の運営等について、
次の事項に留意すること。
　⑴　審議会委員には議会の活動状況を把握して
いる者を選任すること。

　⑵　議会側に意見陳述の機会を付与すること。
　⑶　議会・議員の活動状況を単に審議日数のみで
捉えることなく、住民との対話や日常の議員活
動など活動量や活動内容を踏まえ検討すること。

　⑷　類似団体や近隣町との単純な比較のみによ
り議員報酬の水準を決定しないこと。

　⑸　議会費の総額ありきの考え方から議員報酬
を増額する代わりに議員定数を安易に削減する
ことのないようにすること。

☆提案理由

　この議案は、行政手続きにおける

特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律の一部改正に伴

い、本条例で引用する条文を整理す

る必要があるため。

全員賛成

全員賛成

◎読まれる議会広報にする　　◎伝わる・地域住民にとって見える
広報　◎読者のニーズに応える　◎見出し「リード文」活用
★議会だより４企画+特集　　　　　
①議案審議の公開
②一般質問の企画
③調査研修・委員会など議会の諸活動の報告
④住民登場（住民との対話）の記事
　意見反映の見える化＆特集+シリーズ連載、その他情報共有
★読まれる誌面へ編集スキルの向上　　　
①惹きつけられる見出し
②読みやすいレイアウト
③分かりやすい記事・・・スキルを磨き、練り上げ「読みたくなる」
　編集をする

100
条
調
査
委
員
会

中
間
報
告
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『過去(Ｈ29年・Ｈ30年)のふるさと納税返礼品納入業者
選定等事務』についての調査に関する中間報告

　ふるさと寄附金事業特別委員会（100条調査委員会）は令和６年第１回定例会における議員発議で「過

去のふるさと納税返礼品納入業者選定等事務」について、調査が必要であり、地方自治法第100条第１項

の調査権を委任し、調査を実施させるため、提案するものである。との提案理由が示され、賛成多数で可

決し、本委員会に付託されたもの。令和６年第３回定例会で中間報告を行い、その後、令和６年９月から

令和７年２月までに14回の委員会を開催し、弁護士ら有識者の助言を受けながら関係者に対し証人尋問

を行った。これまで計29回開催した委員会の中間報告を掲載する。

□証人尋問の状況

　証人尋問は当時の町職員の幹部など15名を招へいした。２名だけが宣誓拒否、１名の欠席。

□元副町長が、ふるさと納税返礼品を納入する法人の役員に就任していたことの適否について

　元副町長は平成30年２月15日に返礼品会社を立ち上げ、代表取締役に就任。町が会社に支払った額は

約４億２千万円だった。売り上げ全体のうち町との取引が半分（５割）以上を超えれば兼業禁止に該当す

る。元副町長は「９割ぐらいあると思う」と証人尋問でこたえた。

　前町長は「私が兼業を認め許可したのだから」という理由で解職されなかった。

□高額寄附者と仲介者への処遇

　調査の段階で高額寄附者〔寄附額９億５千万円（平成31年３月14日、件数２）〕の存在が明らかになった。

このことは一切公表されてこなかった。寄附額に対する返礼額は２億８千５百万円（３割）でアマゾンギ

フト券であり、（株）ＫＴソリューションズが取扱った事案だった。ギフト券にかかわらず地場産品等と

いう虚偽の文書処理及び報告を行っていた。この件に関し（株）ＫＴソリューションズに対して「返礼品

開発支援サービス利用料」として寄附額の15％の１億4,250万円が支払われていた。町は「仲介事業者」

へ、これだけの金額を予算措置することなく執行することは法の秩序を逸脱した疑いがある。

□決裁者の親族や友人や知人と１者随意契約した事例

　前町長は「私が友人・身内が経営する会社に対して、私はなんら権限はありません」と発言している事

実がある。具体的には親族等がその法人の役員であり、かつ請負額が多額な実績を残している「㈱みね

CC」、「（一社）優里」、「㈱ALL Miyaki」があるが、当該法人は、随意契約の重要な要因とされる、特別

な生産者でもなく、当該事業に精通しているわけでも、実績のある事業者でもない。１者随意契約の形態

で契約書も存在せず、当該契約の相手方を選定した理由書も存在しない。地方自治法に抵触し、１者随意

契約したことにより競争が発生しないことになり、町に莫大な損害を与えた可能性も指摘される。

ふるさと寄附金事業特別委員会の構成 （主にふるさと寄附金に関する事項を協議する委員会）

宮原宏典委員長、長瀬宣宏副委員長、益田清委員、目野さとみ委員、吉村哲雄委員、末次優委員

ふるさと寄附金事業特別委員会（100条調査委員会） 報告書全文は
こちら☟
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P20～21 P18～19

石
井
橋
架
け

　
　
　
替
え
工
事

学
習
用
端
末

道
路
陥
没
事
故

　
　
　
の
対
応
は

有
害
鳥
獣

　
　
駆
除
対
策
は

一 般 質 問ＱＲコードからは録画映像をご覧
いただけますので是非ご利用くだ
さい。

各議員の質問内容にあわせた
『SDGsの17目標のロゴマーク』
を掲載しています。

皆さんの
関心のある
テーマは
どの項目
ですか？

地
や
建
物
の
利
用
を
防
止
す
る
目
的
の
法
律
で
あ

る
。

　
国
が
区
域
内
の
土
地
建
物
の
利
用
状
況
等
の
調
査

を
行
い
、
重
要
施
設
や
国
境
離
島
の
機
能
を
阻
害
す

る
行
為
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
土
地
の
利
用
者
に
対

し
機
能
障
害
行
為
の
中
止
等
、
勧
告
、
必
要
が
あ
る

場
合
は
国
に
よ
る
買
取
り
を
行
う
。
本
町
は
陸
上
自

衛
隊
目
達
原
駐
屯
地
の
概
ね
１
㎞
の
範
囲
と
し
て
大

字
原
古
賀
の
一
部
、
大
字
中
津
隈
の
一
部
が
注
視
区

域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
開
発
予
定
の
西

寒
水
工
業
団
地
約
６
・
４
㌶
の
う
ち
西
側
１
・
７
㌶
が

目
達
原
駐
屯
地
の
範
囲
と
な
る
が
、
こ
の
ゾ
ー
ン
は

注
視
区
域
で
あ
る
た
め
届
け
出
の
必
要
は
な
い
。
他

の
５
箇
所
に
つ
い
て
も
目
達
原
駐
屯
地
か
ら
１
㎞
の

範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
影
響
は
な
い
。

指
定
地
域
協
働
活
動
団
体
に
つ
い
て

議
員 

　こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
９
月
に
一
般
質

問
を
し
た
と
こ
ろ
総
務
省
か
ら
の
資
料
が
何
も
届
い

て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
の
か
。

町
長

 

　令
和
６
年
９
月
26
日
付
で
制
度
に
関
す
る
考
え
方

の
通
知
が
発
出
さ
れ
、
令
和
７
年
１
月
に
制
度
の
イ

メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
非
常
に
有
効
な

も
の
と
思
う
。準
備
を
し
っ
か
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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P18～19 P16～17 P14～15

最
新
の

　
経
常
収
支
比
率

み
ね
㏄
の

　
　
利
益
還
元
は

今
後
の
高
齢
者

　
　
買
物
支
援
は

新
年
度

一
般
会
計
予
算
の

　
　
基
本
方
針
は

重
要
施
設
の

　
土
地
規
制
は

　一般質問とは、議員が町の行財政全般に
ついて、町と政策討論するものです。
　１人あたりの持ち時間は、答弁を含めて
60分です。
　令和７年３月定例会では９人が行いま
した。

　
掲
載
内
容
は
、
質
問
者
本
人
が
要
約

し
広
報
編
集
委
員
会
が
校
正
し
た
も
の

で
す
。
会
議
録
は
こ
ち
ら

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
👇👇

（
準
備
が
で
き
次
第
掲
載
し
ま
す
）

（
掲
載
は
登
壇
順
）

土
地
の
規
制
法
が
創
設
さ
れ
た

み
や
き
町
の
産
業
用
地
は
問
題
な
い
か

西
寒
水
の
工
業
団
地
の
予
定
地
は
注
視

区
域
の
た
め
、
届
け
出
の
必
要
は
な
い

問答
議
員 

　重
要
施
設
の
土
地
規
制
は
令
和
４
年
９
月
20
日
に

法
律
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
安
全
保

障
上
重
要
な
施
設
周
辺
、
概
ね
１
㎞
以
内
を
も
っ
て

特
別
注
視
区
域
ま
た
は
注
視
区
域
に
指
定
し
土
地
利

用
を
規
制
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
み
や
き
町
は
昨
年
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
企
業
誘
致
を
目
的
と
し
た
土
地
開
発
を
町
内
６
箇

所
選
定
（
中
原
校
区
４
箇
所
、北
茂
安
校
区
１
箇
所
、

三
根
校
区
１
箇
所
）
し
中
原
校
区
の
西
寒
水
の
予
定

地
で
は
地
権
者
と
の
交
渉
も
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
規
制
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
か
。
又

ほ
か
の
５
箇
所
に
つ
い
て
も
問
題
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
安
全
上
の
重
要
施
設
は
防
衛
施
設
関
係
、
原
子
力

関
係
施
設
及
び
国
境
離
島
等
の
機
能
を
阻
害
す
る
土

園
その

田
だ

　邦
くに

広
ひろ

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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金
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
質
、
第
３
セ
ク
タ
ー
的
な
商

社
を
つ
く
り
ま
し
て
、
事
務
所
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
２

階
で
そ
の
事
業
は
行
っ
て
い
ま
す
。」
と
答
え
て
い
る
。

　「
第
３
セ
ク
タ
ー
的
」
と
言
っ
て
公
開
す
べ
き
経

営
状
況
説
明
書
が
不
必
要
な
利
益
追
求
を
目
的
と
し

た
企
業
を
つ
く
っ
て
い
る
。ご
ま
か
し
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
も
資
本
注
入
が
目
的
な
ら
年
月
は
経
て
い
る

が
早
期
に
還
元
す
べ
き
で
、
履
行
す
る
よ
う
求
め
て

い
く
べ
き
だ
。

情
報
未
来
課
長 

　（株
）
み
ね
Ｃ
Ｃ
は
第
３
セ
ク
タ
ー
に
該
当
し
な

い
。
リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根
へ
の
資
本
注
入
に
つ
い
て

も
現
在
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

け
で
は
な
く
、
販
売
者
と
消
費
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
場
と
し
て
の
一
面
も
あ
る
か
と

思
う
。
移
動
販
売
を
通
し
て
高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
を
同
時
展
開
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
み

や
き
町
に
お
い
て
は
ど
う
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

　移
動
販
売
の
場
所
で
利
用
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
が
生
ま
れ
、
孤
立
の
防
止
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
い
つ
も
買
物
に
来
て
い
る
利
用
者
が

来
て
い
な
い
場
合
は
移
動
販
売
業
者
が
確
認
の
た
め

に
電
話
や
自
宅
を
訪
問
し
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。

議
員 

　利
用
者
の
方
に
喜
ん
で
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
続
け

て
頂
き
た
い
が
、
行
政
と
し
て
今
後
の
事
業
展
開
を

ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

町
長 

　こ
の
事
業
は
当
初
か
ら
非
常
に
好
評
を
頂
い
て
お

り
、
し
っ
か
り
事
業
の
磨
き
上
げ
を
今
後
も
行
っ
て

い
く
。
一
方
で
、
高
齢
者
が
日
常
生
活
に
困
ら
な
い

町
に
し
て
い
く
た
め
に
は
技
術
革
新
と
も
向
き
合
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
日
本
は
Ｉ

Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
等
の
色
々
な
技
術
革
新
が
広
が
る
。
そ
の

中
で
、
一
番
い
い
、
時
代
に
合
っ
た
選
択
肢
を
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
や
人
口
推
移
も
含
め
て
し
っ
か
り
と
検

証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
ほ
か
、「
町
職
員
の
採
用
計
画
に
つ
い
て
」

を
質
問
し
ま
し
た
。

け
る
た
め
、
行
政
コ
ス
ト
を
検
証
し
、
選
択
と
集
中

に
よ
る
行
政
改
革
を
着
実
に
進
め
、
財
政
力
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員 

　①
町
長
は
４
年
間
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ま
れ
た

が
、
重
点
政
策
と
し
て
「
自
助
　
共
助
　
公
助
」
な

ど
言
葉
と
し
て
非
常
に
響
き
に
く
い
、
得
た
い
の
知

れ
な
い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
住
民
サ
ー
ビ

ス
と
財
政
運
営
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
。

　
②
一
般
会
計
か
ら
国
保
特
会
へ
の
繰
入
金
が
年
々

減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
保
税
が
上
が
る
原
因

で
あ
り
、
今
後
、
上
が
る
予
定
な
の
か
。

町
長
・
民
生
部
長 

　①
総
合
計
画
で
は
、未
来
に
躍
動
す
る「
共
感
」「
協

働
」の
ま
ち
と
い
う
大
き
な
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、

３
つ
の
重
点
方
針
、
６
つ
の
基
本
目
標
を
示
し
て
い

る
。
目
標
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
事
業
評
価
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

財
政
面
で
も
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
実
行
し
て

い
る
。
財
政
に
危
機
感
を
持
ち
、
真
摯
に
財
政
課
題

に
向
き
合
っ
て
い
る
。

②
繰
入
金
の
減
少
が
、
国
民
健
康
保
険
税
が
上
が
る

直
接
の
原
因
で
は
な
い
。
国
民
健
康
保
険
税
率
は
、

県
か
ら
標
準
保
険
税
率
を
示
さ
れ
、
町
の
税
率
を
決

定
し
て
い
く
。
令
和
６
年
度
に
税
率
を
改
正
し
た
。

令
和
９
年
度
に
県
内
保
険
税

一
本
化
が
決
定
し
て
お
り
、

一
本
化
に
向
け
た
調
整
を
毎

年
行
っ
て
い
る
。

兼
業
禁
止
の
法
抵
触
と
対
応

議
員 

　平
成
30
年
２
月
に
元
副
町
長
が
返
礼
品
会
社
・
株

式
会
社
み
ね
Ｃ
Ｃ
を
創
設
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
兼
業

禁
止
に
抵
触
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。

執
行
部
と
し
て
の
見
解
と
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
課
長 

　令
和
４
年
４
月
の
町
監
査
委
員
会
の
報
告
で
は
、

「
町
と
多
額
の
商
行
為
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実

で
、
法
の
趣
旨
を
鑑
み
る
と
当
該
法
人
の
代
表
取
締

役
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。

　
現
在
、
１
０
０
条
委
員
会
が
設
置
さ
れ
調
査
さ
れ

て
い
る
。
先
ず
は
、
報
告
書
の
内
容
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

第３次総合計画表誌

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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新
年
度
会
計
予
算
の

　
基
本
方
針
に
つ
い
て

み
ね
Ｃ
Ｃ
の
利
益
は
な
ぜ
リ
バ
ー

サ
イ
ド
三
根
へ
還
元
し
な
い

今
後
の

　
高
齢
者
買
物
支
援
は

限
ら
れ
た
財
源
を

　
効
率
的
に
重
点
配
分
し
た

第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
な
い
の
で

請
求
は
難
し
い

時
代
に
合
う

　
最
善
の
方
法
を
選
択
す
る

問

問

問

答

答

答

議
員 

　当
初
予
算
は
、
全
町
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
具

体
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
財
源
を
効

果
的
、
効
率
的
に
、
ま
た
、
中
長
期
を
見
据
え
た

財
源
の
適
正
配
分
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
総
額

１
５
２
億
９
千
１
百
万
円
は
前
年
度
比
３
・
３
％
増

で
町
長
選
挙
の
た
め
骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
令

和
５
年
度
は
、
経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
を
超
え
て

い
て
財
政
状
況
は
硬
直
化
し
て
い
る
。
今
年
度
好
転

す
る
か
ど
う
か
注
目
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

財
政
課
長 

　本
町
の
財
政
状
況
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
以
外
の

自
主
財
源
の
比
率
が
低
い
状
況
で
、
国
の
方
針
に
大

き
な
影
響
を
受
け
る
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
つ
つ
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
す
る
町
で
あ
り
続

議
員 

　平
成
30
年
度
、
株
式

会
社
み
ね
Ｃ
Ｃ
は
創
設

さ
れ
、
そ
の
目
的
を
第

３
セ
ク
タ
ー
リ
バ
ー
サ

イ
ド
三
根
（
河
川
敷
ゴ

ル
フ
場
）
へ
の
利
益
還

元
と
し
て
い
た
が
、
こ

れ
ま
で
還
元
は
さ
れ
た
の
か
。

　元
年
６
月
の
第
２
回
定
例
会
（
大
石
議
員
の
質
問
）

の
議
事
録
で
前
町
長
は
、
み
ね
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
こ
う

語
っ
て
い
る
。「
ふ
る
さ
と
納
税
だ
け
を
取
扱
う
商
社
を

つ
く
っ
て
、
そ
こ
か
ら
出
た
利
益
を
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド

三
根
」
の
ほ
う
に
資
本
注
入
す
る
と
か
。
そ
う
い
う
形

で
行
こ
う
と
い
う
運
び
に
な
っ
て
、
副
町
長
を
一
応
名

義
的
に
社
長
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
町
か
ら
の
出
捐

議
員 

　買
物
支
援
事
業
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
の
利
用
者
の

推
移
及
び
売
上
の
状
況
は
ど
う
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

　令
和
４
年
に
開
始
し
た
こ
の
事
業
は
公
民
館
等
で

移
動
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
31
地
区
45
箇
所
で

実
施
。
購
入
者
数
と
売
上
げ
の
推
移
は
令
和
４
年

度
は
購
入
者
数
延
べ
４
，８
７
９
人
、
売
上
高
６
，

７
２
６
，７
９
２
円
。
令
和
５
年
度
は
購
入
者
延
べ

６
０
４
１
人
、
売
上
高
は
９
，７
２
８
，９
７
０
円
。

令
和
６
年
度
は
１
月
ま
で
の
実
績
で
購
入
者
延
べ

４
，４
１
６
人
売
上
高
７
，３
３
１
，１
１
１
円
。
買

物
同
行
支
援
や
代
行
支
援
の
利
用
者
の
増
加
も
あ

り
、
現
在
は
若
干
利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

議
員 

　移
動
販
売
は
単
に
消
費
者
に
物
品
を
提
供
す
る
だ

西
にし

村
むら

健
けんいちろう

一郎 議員

古
こ

賀
が

　　通
とおる

 議員

益
ます

田
だ

　　清
きよし

 議員

リバーサイド三根河川敷ゴルフ場

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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議
員 

　令
和
７
年
２
月
20
日
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
経

営
再
建
の
見
込
み
が
な
く
、町
は
筆
頭
株
主
で
あ
り
、

主
導
的
な
計
画
を
推
進
し
た
そ
の
責
任
も
あ
る
と
い

う
事
で
あ
っ
た
が
最
終
的
な
考
え
方
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根
の
資
産
価
値
２
６
８
，
９
２

２
千
円
を
上
限
に
町
で
買
上
を
行
い
、
法
人
の
解
散

を
行
い
、ゴ
ル
フ
場
の
利
活
用
を
指
定
管
理
で
運
営
、

廃
止
、
河
川
敷
の
利
活
用
の
三
案
で
検
討
。

議
員 

　経
営
移
譲
も
検
討
さ
れ
て
み
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　過
去
に
も
検
討
さ
れ
て
い
た
が
相
手
方
と
の
条
件

が
合
わ
ず
御
破
談
と
な
っ
て
い
る
。
条
件
等
の
見
直

し
を
行
い
経
営
移
譲
も
含
め
今
後
検
討
し
て
ま
い

る
。

る
、
黒
い
マ
ル
チ
シ
ー

ト
を
使
う
な
ど
の
実
証

検
証
を
し
て
い
る
。
町

と
し
て
も
、
黒
い
マ
ル

チ
シ
ー
ト
を
使
う
吹
き

流
し
な
ど
の
侵
入
防
止

対
策
を
推
進
し
、
猟
友

会
に
よ
る
カ
モ
の
捕
獲

強
化
を
図
る
。

下
水
道
課
長 

　年
１
回
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
清
掃
点
検
の
実

施
、
管
路
腐
食
な
ど
の
法
定
点
検
が
５
年
に
一
度
義

務
付
け
さ
れ
て
お
り
、今
年
度
に
実
施
予
定
し
て
い
る
。

住
民
環
境
課
長 

　
水
道
管
の
送
水
管
は
月
１
回
、
排
水
管
は
年
２
回

の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
配
管
の
交
換
時
期
は
、

経
過
年
数
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
優
先
順
位
を
決

め
、計
画
的
に
実
施
し
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、

新
設
・
更
新
時
に
は
耐
震
管
を
使
用
し
て
い
る
。

議
員 

　所
得
税
の
非
課
税
枠
年
収
１
０
３
万
円
の
壁
に
つ

い
て
。

税
務
課
長 

　
所
得
税
と
は
、
１
年
間
に
給
料
や
事
業
な
ど
で
得

た
所
得
に
対
し
て
か
か
る
国
の
税
金
で
あ
り
、
給
与

収
入
か
ら
差
し
引
く
最
低
保
障
額
55
万
円
と
、
原
則

一
律
に
適
用
さ
れ
る
基
礎
控
除
48
万
円
を
合
計
し
た

１
０
３
万
円
を
超
え
る
と
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
。

議
員 

　税
制
改
正
に
よ
る
町
民
税
へ
の
影
響
は
。

税
務
課
長 

　
町
民
税
の
基
礎
控
除
は
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る

が
、
影
響
す
る
時
期
は
令
和
８
年
度
か
ら
で
影
響
額

は
、
県
か
ら
３
月
７
日
に
再
試
算
さ
れ
た
同
様
の
手

順
で
算
出
す
る
と
約
６
０
０
万
円
の
減
収
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

一
者
随
意
契
約
に
つ
い
て
問
う

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

今
後
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根
の
運
営
は

議
員 

　専
門
性
が
高
い
契
約
は
職
員
だ
け
で
判
別
す
る
の

は
困
難
だ
。
競
争
入
札
に
移
行
す
べ
き
で
は
。

町
長 

　庁
内
で
情
報
収
集
し
、
先
進
事
例
の
調
査
を
行
い

検
討
す
る
。

議
員 

　大
規
模
災
害
時
の
ト
イ
レ
不
足
解
消
に
有
効
だ

が
、有
事
以
外
の
時
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

町
長 

　ひ
ま
わ
り
園
な
ど
の
観
光
地
や
、
イ
ベ
ン
ト
で
人

が
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
場
所
に
運
ん
で
活
用
す
る
。
有

事
の
際
は
地
域
に
運
ん
で
有
効
に
活
用
す
る
。JPホームサプライ株式会社より

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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最
新
の
経
常
収
支
比
率
が

　
増
と
な
っ
た
要
因
は

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
は

道
路
陥
没
事
故
の

　
対
応
に
つ
い
て

分
析
方
法
を

　
改
め
た
た
め

猟
友
会
と
連
携
し

被
害
防
止
対
策
強
化
を
図
る

道
路
埋
設
管
の
管
理
者
と

　
協
議
し
対
応

問

問

問

答

答

答

議
員 

　令
和
５
年
度
決
算
で
経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
・

６
％
と
な
り
上
昇
し
て
い
る
が
要
因
は
。

財
政
課
長 

　物
価
高
騰
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
る
が
、
主
な
要

因
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
基
金
繰
入
金
を
経
常
経
費

充
当
特
定
財
源
で
な
く
、
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源

に
振
り
替
え
た
た
め
。

議
員 

　同
様
に
分
析
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
数
字
に
変

化
は
あ
る
の
か
。

財
政
課
長 

　経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
に
振
り
替
え
て
算
定
し

た
場
合
、平
成
30
年
度
99
・
９
％
、令
和
元
年
度
１
０

１
・
８
％
、令
和
２
年
度
98
・
４
％
、
令
和
3
年
度

93
・
４
％
、
令
和
４
年
度
99
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

議
員 

　本
町
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
状
況
、
ま
た
今
後

の
取
り
組
み
や
対
策
は
。

農
林
課
長 

　イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
水
稲
被
害
額
５
９
３
千
円
、
鳥

類
に
よ
る
麦
や
野
菜
等
の
食
害
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど

小
動
物
に
よ
る
食
害
が
発
生
し
て
い
る
。
取
り
組
み

と
し
て
は
猟
友
会
へ
委
託
、
一
斉
駆
除
を
実
施
、
今

後
も
猟
友
会
と
連
携
し
被
害
防
止
対
策
の
強
化
を
図

る
。

議
員 

　近
年
、
麦
播
種
後
の
新
芽
へ
の
カ
モ
の
被
害
が
増

加
し
て
お
り
、
県
が
対
策
に
向
け
調
査
し
て
い
る
と

聞
く
が
。

農
林
課
長 

　県
は
令
和
５
年
度
か
ら
、
水
路
に
テ
グ
ス
を
張

議
員 

　町
の
埋
設
配
管（
上
・
下
水
道
）の
現
状
に
つ
い
て
。

下
水
道
課
長 

　
公
共
下
水
道
は
供
用
開
始
か
ら
18
年
が
経
過
し
、

深
さ
４
ｍ
未
満
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
材
質
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
管
が
５
％
で
、
残
り
は
腐
食
し
に
く
く
耐

久
性
の
高
い
「
塩
ビ
管
」
や
「
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
」

を
使
用
し
て
い
る
。

住
民
環
境
課
長 

　
水
道
管
の
埋
設
時
期
は
、
送
水
管
が
約
50
年
、
排

水
管
が
44
年
経
過
し
、
深
さ
０
・
６
ｍ
～
１
・
２
ｍ

に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
材
質
は
埋
設
道
路
の
状
況
や

用
途
に
応
じ
て
使
用
し
て
い
る
。

議
員 

　点
検
及
び
維
持
管
理
は
ど
の
様
に
対
応
し
て
い
る
か
。

武
たけ

田
だ

　光
みつ

邦
くに

 議員

末
すえつぐ

次　　優
ゆう

 議員

牟
む

田
た

　秀
ひで

文
ふみ

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た

架
け
替
え
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
　

　
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
令
和
６
年
６
月
に
調
査
測

量
設
計
業
務
を
発
注
し
て
い
る
。
石
井
橋
が
架
か
る

寒
水
川
は
県
管
理
河
川
で
あ
り
、
東
部
土
木
事
務
所

と
の
協
議
結
果
を
考
慮
し
た
設
計
が
求
め
ら
れ
、
令

和
７
年
６
月
末
の
履
行
期
間
で
業
務
を
進
め
て
い
る
。

　
工
事
の
工
程
は
、
令
和
７
年
度
の
非
出
水
期
と
な

る
10
月
か
ら
石
井
橋
の
撤
去
工
事
と
寒
水
川
右
岸
側

の
搬
入
路
確
保
の
た
め
の
町

道
隅
切
部
の
拡
張
工
事
を
実

施
し
、
そ
の
後
橋
台
設
置
工

事
を
予
定
し
て
い
る
。
８
年

度
に
橋
脚
設
置
工
事
、
９
年

度
に
橋
桁
設
置
工
事
及
び
取

付
け
道
路
等
付
帯
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
寒
水
川
右
岸

側
の
町
道
隅
切
部
の
拡
張
工

事
は
、
農
地
を
お
借
り
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
地

権
者
に
借
地
の
ご
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
工
事
の
詳
細
な
工
程
が
確
定
し
た
ら
、
改

め
て
地
区
説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

出
産
直
後
の
マ
マ
へ
支
援
を

町
道
路
及
び
附
随
す
る
施
設
の
対
応
に
つ
い
て

末
を
処
分
す
る
事
業
者

に
、
デ
ー
タ
を
確
実
に

消
去
し
た
と
す
る
証
明

書
を
提
出
す
る
よ
う
求

め
て
い
く
。

議
員 

　出
産
直
後
の
マ
マ
へ
の
支
援
「
子
育
て
世
帯
訪
問

支
援
事
業
」
が
事
業
化
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
訪
問
支

援
員
を
要
請
す
る
一
環
と
し
て
、「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」

養
成
講
座
費
用
の
一
部
助
成
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

健
康
増
進
課
長 

　費
用
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
産
後
ケ

ア
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
く
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
本
町
の
産
後
ケ
ア
事
業
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

の
分
析
や
、
他
自
治
体
の
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
活
用
状

況
等
も
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
と
は

　
産
前
産
後
の
女
性
特
有
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
知
識
・
技
術
を
体
系
的
に
75
時

間
の
講
義
・
実
習
を
受
け
、
産
後
の
母
親
に
対
し
て

あ
ら
ゆ
る
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
職
業
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
町
の
費

用
助
成
の
考
え
が
な
い
か
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

議
員 

　町
道
及
び
附
随
す
る
施
設
の
対
応
に
つ
い
て
。

防
災
安
全
課
長 

　カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
と
道
路
に
標
示
さ
れ
て
い
る
白
線

に
つ
い
て
は
、
車
両
や
歩
行
者
に
か
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
新
規
設
置
や
修
繕
に
つ
い
て
は
迅
速
に
対

応
し
て
い
る
。
今
後
と
も
区
長
と
よ
り
連
携
を
図
り

管
理
を
行
い
事
故
防
止
、
減
少
に
努
め
る
。

３
月
２
日
（
日
）

防
火
訓
練

　
三
根
校
区
の
団
員

で
防
火
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

石井橋の現状

環境省・経済産業省より

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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学
習
用
端
末
の

　
処
理
適
切
に

石
井
橋
架
け
替
え
工
事
に

つ
い
て

確
実
な
消
去
の

　
証
明
書
提
出
求
め
る

橋
の
完
成
は

　
令
和
９
年
度
末
に
予
定

問

問

答

答

議
員 

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構
想
で
児
童
生
徒

に
配
布
さ
れ
た
学
習
用
端
末
、
本
町
は
何
台
新
規
端

末
に
買
い
替
え
、
旧
端
末
を
処
分
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
伺
う
。

学
校
教
育
課
長 

　２
，３
５
７
台
新
端
末
に
買
い
替
え
、
１
，９
６
６

台
を
処
分
す
る
予
定
。

議
員 

　端
末
内
の
デ
ー
タ
を
確
実
に
消
去
し
な
け
れ
ば
、

児
童
生
徒
の
個
人
情
報
の
流
出
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
適
切
な
端
末
処
分
と
デ
ー
タ
消
去
に
対
す
る
認

識
と
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
課
長 

　子
ど
も
た
ち
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に
は
デ
ー

タ
流
出
の
未
然
防
止
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
端

議
員 

　石
井
橋
は
令
和
５
年
９
月
に
橋
脚
と
橋
桁
の
一
部

に
破
損
が
見
つ
か
り
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
全
面
通
行
止
め
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
２
月
29
日
に
地
区
説
明
会
が
開
催
さ

れ
、
橋
の
完
成
は
令
和
９
年
度
末
頃
を
予
定
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
地
区
に
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　
今
現
在
の
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
工
事
に
入
る
前
に
は
地
区
説
明
会

を
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
。

建
設
課
長 

　石
井
橋
に
つ
い
て
は
、
車
両
は
も
と
よ
り
歩
行
者

に
つ
い
て
も
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
通
行
止
め
と

し
て
お
り
、
石
井
区
を
は
じ
め
橋
を
利
用
さ
れ
て
い

た
皆
様
に
は
、多
大
な
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
る
。

　
石
井
橋
は
、
架
設
か
ら
50
年
を
超
え
て
お
り
老
朽

目
め

野
の

さとみ 議員

吉
よし

村
むら

　哲
てつ

雄
お

 議員

消
防
団
活
動

　
１
月
19
日
（
日
）
消

防
団
出
初
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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◎
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
　
西
村
健
一
郎

副
委
員
長
　
末
次
　
　
優

委
　
員
　
　
益
田
　
　
清

委
　
員
　
　
牟
田
　
秀
文

委
　
員
　
　
大
石
　
安
弘

委
　
員
　
　
目
野
さ
と
み

編

集

後

記

努
め
て
お
り
ま
す
が
、
お
読
み
い

た
だ
い
て
如
何
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
か
ら
も
「
住
民
の
意
見
を
聴
き

反
映
さ
せ
る
」
議
会
を
求
め
て
誌

面
づ
く
り
に
工
夫
し
て
ま
い
り
ま

す
。�

（
牟
）

　
全
国
で
相
次
ぐ
大
規
模
な
山
林
火

災
で
甚
大
な
被
害
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
３
月
議
会
定
例
会
も
終

了
し
、
身
近
な
議
会
の
ツ
ー
ル
「
議

会
だ
よ
り
」
を
皆
様
に
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
各
議
員
の
活
動
や
発
言
、

委
員
会
の
審
査
内
容
を
読
者
の
皆
様

に
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
議
決
、
議
案
は
い
ず
れ
も
町
民

の
生
活
に
直
結
す
る
極
め
て
大
事
な

も
の
で
す
。
わ
か
り
や
す
い
表
記
で

発行／佐賀県みやき町議会　編集／議会広報編集委員会
〒849-0101　佐賀県三養基郡みやき町大字原古賀1043　TEL�0942-94-5728

　

次回６月定例会の予定
午前９時30分開会

表
紙
の
写
真

キ
ラ
リ
☆
彡

　み
や
き
び
と

　
み
や
き
町
で
キ
ラ
リ
☆
と
光
る
活
動
を
し

て
い
る
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　
西
寒
水
出
身
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
さ
ん
は
、

語
学
留
学
先
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
身
の

丈
を
超
え
た
作
品
の
迫
力
に
魅
了
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
修
練
を
積
み
重

ね
た
。
ス
プ
レ
ー
や
筆
を
用
い
て
、
店
舗
の

壁
や
コ
ン
テ
ナ
、
看
板
制
作
、
キ
ャ
ン
バ
ス

画
な
ど
、
ア
ー
ト
制
作
を
幅
広
く
展
開
中
。

ス
ト
リ
ー
ト
文
化
に
魅
了
さ
れ
た
新
進
気
鋭

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

 

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
さ
ん
の
壁
画
や
作
品

は
ど
こ
で
見
れ
ま
す
か
？

　
多
久
市
・
福
津
市
・

　
西
戸
崎
市
他

　
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

 

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
の
イ
ン
ス
ト
ク

タ
ー
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ダ
ン
ス

は
何
歳
か
ら
始
め
た
の
で
す
か
？

　
中
学
２
年
か
ら
で
す
。
ダ
ン
ス
を
通
じ
て

世
界
に
友
人
が
で
き
て
交
流
が
で
き
て
い

ま
す
。
ダ
ン
ス
を
し
て
い
て
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。

 

み
や
き
町
で
壁
画
を
描
く
予
定
は
？

　
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
地
元

で
も
描
き
た
い
で
す
。

DAICHI さん

※この日程等は予定であり変更となる場合があ
ります。

　最新の日程は、みやき町ホームページまたは
議会事務局（94-5728）でご確認ください。
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